
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 3161 回例会     令和 8 年 2 月 12 日 

≪司会≫ 薮崎 忍 君 

≪合唱≫ 我等の生業 

≪ソングリーダー≫ 近藤 雅文君 

≪ゲスト≫ ヤマハ発動機㈱ 金丸 正史 様 

≪ビジター≫ なし 

≪本日のお祝い≫ 

・お誕生日 

２月２２日 佐橋 徹君 

２月２３日 生形秀之君 

・結婚記念日 

該当者なし 

 

≪会長挨拶要旨≫ 森下登志美 会長  

海外出張先で、サッカー元日本代表監督トルシエさんと

の対談を行い本年行われるサッカーワールドカップ 2026

に向けて、日本代表の期待を伺った。 

イングランドとのテストマッチは日本代表にとって非常

にいい機会となる。力をつけている日本は本大会では最

低でもベスト８まで残れる実力は持っている、ただサッ

カーは何が起こるか分からないスポーツでもあり、あと

一歩の壁を超える事は容易ではない。森保ジャパンは一

体感が強みのチームである。自身が監督を行った 2002 年

のワールドカップでは、日本はベスト 16 まで勝ち進んで

おり、その結果を代表は越えられていないため、私がい

まだに日本のボスである。本大会で優勝の可能性のある

国は、スペイン、フランス、ブラジル、アルゼンチン、

ドイツだと感じている。特にスペインは組織力、技術

力、スピード、瞬時の判断能力が非常に高い。 

現在はボルドーサンテミリオンでワイン造りを行ってい

る。日本のおいしい料理とワインを楽しみたいと思って

いる。 

 

≪来賓卓話≫ 

「ヤマハ発動機の事業を通じた社会貢献への取組み」 

ヤマハ発動機株式会社  

海外市場開拓事業部 企画推進部  

クリーンウォーターグループ グループリーダー  

金丸 正史 様 

 
≪卓話サマリー≫ 

１. クリーンウォーター事業 

ヤマハ発動機のクリーンウォーター事業は、上水道が整

備されていない地域に「安心・安全な水」を継続的に供

給することを目的とした社会課題解決型の取り組みであ

る。発端はインドネシアでの駐在員生活における水環境

の課題認識で、1990 年代に家庭用浄水器の販売を経て、

2000 年代に河川水や濁水でも稼働する浄水装置の開発に

着手。現地での実証実験を通じて維持管理の容易さと処

理能力を検証し、2012 年にグローバル展開方針が決定さ

れた。技術面では日本の浄水場で用いられる生物ろ過に

類する方式を採用し、砂利・砂を主体とした構造により

化学薬品や大量の電力を不要とする点が特徴である。フ

ィルターの頻繁な交換を必要としないためランニングコ

ストを抑えられ、現地住民による長期的な維持管理が見

込める設計となっている。導入は主に日本政府の ODA な

ど外部資金を活用して進められており、東南アジアを起

点にアフリカなどへ展開。設置後は単に無償供与するだ

けでなく、住民主体の事業化を促すモデルづくりを重視

している。具体例としては、浄水した水の有償販売やデ

リバリー事業による収益化、銀行融資でトラックを購入



してホテルや飲食店へ供給する事例が挙げられる。ま

た、太陽光発電などの補助的インフラと組み合わせるこ

とで、携帯充電や氷の製造といった副次的ビジネスが生

まれ、地域経済の活性化にも寄与している。 

２. 課題 

無料で川水を利用する慣習や価値認識の違いがあり、有

償化に対する受容が進まないケースがある。そのためヤ

マハは衛生啓発に力を入れ、現地スタッフが作成した紙

芝居や寸劇を用いた子ども向け教育を実施して、水の重

要性や衛生習慣の定着を図っている。これにより設備導

入の効果が持続しやすくなることを目指している。 

３. 社会連携 

静岡ブルーレブスとの「Blue Ties」プロジェクト。これ

は浄水設備を設置した地域に対して、スタジアム来場者

から回収した不要スポーツ用品を寄贈し、併せてラグビ

ー教室を開催する取り組みである。スポーツを通じた交

流により子どもたちの健康促進と地域の意識向上を図る

とともに、設備利用の定着を支援する。現地では子ども

たちの笑顔やスポーツ参加を通じた学びの場が生まれて

いる。 

４．評価 

外部からの受賞実績（日本水大賞・経済産業大臣賞等）

や国連機関との連携を通じた認知拡大があり、事業の社

会的有効性が一定の評価を受けている。現場報告ではケ

ニアやインドネシアの学校・村で、女性や子どもが長時

間の水汲みから解放され、学習や社会参加の機会が広が

る効果が確認されている。講演者は本事業を単なる慈善

活動ではなく「事業として持続的に展開する」ことが重

要であると強調し、技術提供に加えて教育・ビジネスモ

デルの組合せを通じて、より多くの地域に安全な水と生

活改善を届ける方針を示した。今後は資金調達や現地パ

ートナーとの協働、衛生教育の継続強化を通じてスケー

ル拡大を図っている。 

 

≪所感≫ 

ヤマハのクリーンウォーター事業は、現地で維持しやす

い技術と自立を促すビジネスモデルを両立させており、

持続性を意識した実践が印象的だった。衛生教育やスポ

ーツ連携による住民参加の工夫も効果的で、単なる設備

導入に留まらない包括的な支援がうかがえる。一方、無

料の川水利用など文化的障壁や資金調達の課題もあり、

継続的な受容促進が必要だ。受賞歴や現地の成功事例は

信頼性を高め、教育や資金支援を強化すればさらに普及

すると考える。 

 

 

≪中間会計報告≫ 西川 福之君 

本会計は半期分を集計。スマイルは予算 90 万円に対し既

に 77 万円を計上し増収傾向。経費は委員会費等を含め前

年より抑制されており、全体として健全な収支となって

いる。現時点では大きな問題は認められず、今後は委員

会ごとの予算執行状況を注視しつつ、不要不急の支出を

抑えながら年度末に向けて均衡ある運営を目指す。 

 

≪スマイル報告≫ 

雨宮 大地君（ヤマハ発動機様、テーブル懇親会の御礼） 

佐橋 徹君（誕生日の御礼） 

岩永 修平君（ベルテックス静岡ホームゲームのお誘い） 

鍋田 知佐人君（会員増強のお願い） 

 

≪出席報告≫ 

 会員数 出席 欠席 ＭＵ 

2/26 57（） 
   

2/12 57（） 
   

2/5 57（54） 46 8 4 

2 月出席率    ％ 

（会報作成 飽田浩司） 

 


